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「数学探究ノート」
数学Ⅱ「軌跡と領域」
「数学の事象」のパフォーマンス課題
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２　年　　組　　番　　氏名　　　　　　　　　　　　　



[bookmark: _Hlk51236013]「数学の事象①」
	課題　　　　類題を参考にしながら、例題の不等式の不等号の向きを変えたり、条件を変えたりして、最大値が５になるような問題と解答例をつくりなさい。
	例題　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　




	（類題①）　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

	（変更した点）



	（解答例）


　・・・① とおくと、　　
　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
。
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[image: ]




[image: K:\36_研究\R2年度\03 課題研究\高等学校数学（橋本）\実証授業\草津東高校第１回実証授業\キャプチャ1.PNG]





「数学の事象②」
	課題　　　　類題を参考にしながら、例題の不等式の不等号の向きを変えたり、条件を変えたりして、最大値が５になるような問題と解答例をつくりなさい。
	例題　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　




	（類題②）　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　  


	（変更した点）




	（解答例）


       
　・・・① とおくと、　　
　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
。
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＜注意事項＞
☆変更するところは以下のように、定義域の数字や図形または不等号でもかまいません。

	[image: C:\Users\sec1919\Desktop\キャプチャy.PNG][image: C:\Users\sec1919\Desktop\キャプチャy.PNG][image: K:\36_研究\R2年度\03 課題研究\高等学校数学（橋本）\専門・研究委員会\第１回専門・研究委員会\指導案、ワークシート\数学探究ノート\数学探究ノート領域画像\キャプチャ甲西高校③as of 0616.PNG][image: K:\36_研究\R2年度\03 課題研究\高等学校数学（橋本）\専門・研究委員会\第１回専門・研究委員会\指導案、ワークシート\数学探究ノート\数学探究ノート領域画像\キャプチャ甲西高校④as of 0616.PNG]例　　　　　　　
右のように領域を円にしたり、
閉じていない領域にしたりし、
　最大値や最小値を考えてみる。
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☆変更するところは以下のように、領域ではなく、最大値や最小値を求める関数にしてもかまいません。
	例　　　　　　　





☆変更するところは２カ所以上でもかまいません。

＜評価について＞
☆このレポート課題は、以下の観点で評価します。レポート作成の際には以下の点に注意
して問題を作成してください。
目標①　作成した問題に対する評価
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	[bookmark: _Hlk51062413]不等式や条件を変更することで領域の図形を変え、かつ最大値・最小値を求める関数が変更された問題となっており、最大値を５に設定できている。
	最大値・最小値を求める関数はそのままであるが、不等式や条件を変更することで領域の図形を変えており、最大値を５に設定できている。
	領域の図形はそのままであるが、最大値・最小値を求める関数が変更され、最大値を５に設定できている。
	領域や最大値・最小値を求める関数を変化させようとしている。



目標②　解答例の数学的な記述に対する評価
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	説明が簡潔で、計算の過程がわかりやすく、図やグラフと、式や言葉を関係付けて表現し、正しく解を求めることができている。
	説明において、式や言葉を用いて表現・処理し、正しく解を求めることができている。

	説明において、式や言葉を組み合わせて表現・処理している。
	説明において、式を用いて表現・処理している。


レポート課題　　　　　　　　　年　　組　　番　　氏名　　　　　　　　　　　　　
	課題     　 類題を参考にしながら、例題の不等式の不等号の向きを変えたり、条件を変えたりして、最大値が５になるような問題と解答例をつくりなさい。
	例題　　　　　　　　
　　　　　　　　　　





	（作成問題）





	（変更した点）



	（解答）




















	・工夫した点や問題を作成して気付いたことを書きなさい。








＜レポートへの相互評価欄＞
	
目標①　作成した問題に対する評価
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	不等式や条件を変更することで領域の図形を変え、かつ最大値・最小値を求める関数が変更された問題となっており、最大値を５に設定できている。
	最大値・最小値を求める関数はそのままであるが、不等式や条件を変更することで領域の図形を変えており、最大値を５に設定できている。
	領域の図形はそのままであるが、最大値・最小値を求める関数が変更され、最大値を５に設定できている。
	領域や最大値・最小値を求める関数を変化させようとしている。



目標②　解答例の数学的な記述に対する評価
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	説明が簡潔で、計算の過程がわかりやすく、図やグラフと、式や言葉を関係付けて表現し、正しく解を求めることができている。
	説明において、式や言葉を用いて表現・処理し、正しく解を求めることができている。
	説明において、式や言葉を組み合わせて表現・処理している。
	説明において、式を用いて表現・処理している。



目標③　プレゼンテーションにおける態度に対する評価
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ

	①「理由や根拠を明らかにしながら説明できた」
②「グループの他の生徒の解答と比較・関連付けて説明できた」
③「問題を新たな視点からとらえ直して説明ができた」の全てに注意しながら説明ができた。
	①「理由や根拠を明らかにしながら説明できた」
②「グループの他の生徒の解答と比較・関連付けて説明できた」
③「問題を新たな視点からとらえ直して説明ができた」の２つに注意しながら説明ができた。
	①「理由や根拠を明らかにしながら説明できた」
②「グループの他の生徒の解答と比較・関連付けて説明できた」
③「問題を新たな視点からとらえ直して説明ができた」のどれか１つに注意しながら説明ができた。
	①、②、③ の、どの観点とも異なる独自の観点で説明できた。





＊質問コメントは「①理由や根拠を明らかにする」「②グループの他の生徒の解答と比較・関連付ける」
　　　　　　　　「③問題を新たな視点からとらえ直す」　　　　　　の視点に注意して書こう。
	評価者
	観点①
	観点②
	観点③
	評価コメント

	
	
	
	
	


	
	
	
	
	

	
	
	
	
	



振り返りシート　　　　　　　　　年　　組　　番　　氏名　　　　　　　　　　　　　
	課題　　得られた意見や評価を基に、問題および解答を修正し、よりよいものに改善しよう。

	（得られた意見）





	（作成問題）




	（解答）





















	・領域や関数を変えて、最大値や最小値を求めることで例題の理解がどのように変わったか書
こう。
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